
　
佐
藤
伸
一
郎
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）
 
 

　
1
　
平
成
二
四
年
新
庁
舎
の
開

庁
に
向
け
て
、
行
政
運
営
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
よ
う
移

転
計
画
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
市
長
　
今
年
度
は
移
転
に
関
す

る
課
題
、
そ
れ
か
ら
庁
内
関
係
部

署
の
役
割
分
担
な
ど
を
整
理
し
、

来
年
度
中
に
具
体
的
な
移
転
計
画

を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
1
　
市
民
と
の
共
有
の
財
産
で

あ
る
公
文
書
は
後
世
の
人
た
ち
の

た
め
に
も
し
っ
か
り
と
管
理
保
管

し
て
い
く
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
総
務
部
長
　
町
田
市
の
公
文
書

に
つ
い
て
は
、
文
書
等
の
管
理
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
町

田
市
文
書
管
理
規
程
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
1
　
境
川
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
延
伸
で
周
辺
整
備
を
求
め
る
。

　
建
設
部
長
　
上
流
へ
の
延
伸
は

管
理
負
担
が
増
加
し
、
現
状
で
は

厳
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

は
河
川
管
理
者
に
対
し
て
、
占
用

条
件
の
緩
和
を
働
き
か
け
ま
す
。

新

庁

舎

「

移

庁

計

画

」

公

文

書

管

理

病
院
改
革
は
順
調
に
進

ん

で

い

る

か

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感

染

予

防

を

誤

送

付

し

た

文

書

の

責

任

を

明

確

に

都
計
道
整
備
で
安
全
な

南

地

区

を

懇

談

会

か

ら

の

提

言

、

棚

ざ

ら

し

か

青

少

年

の

健

全

育

成

に

向

け

て

　
新
井
克
尚
（
諸
派
）
 
 

　
1
　
病
院
改
革
の
進
捗
は
。

　
市
民
病
院
事
業
管
理
者
　
救
急

診
療
体
制
の
充
実
、
病
床
利
用
率

の
向
上
、
契
約
方
法
の
見
直
し
、

未
収
金
の
取
り
組
み
、
取
得
で
き

る
管
理
料
に
つ
い
て
院
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
の
検
討
等
一
〇
項
目
を

積
み
重
ね
て
い
く
と
、
お
そ
ら
く

二
〇
〇
九
年
度
末
に
は
収
支
バ
ラ

ン
ス
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
寄
与
さ

れ
、
地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用

の
効
果
の
最
大
化
が
果
た
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
1
　
病
院
改
革
に
異
論
を
唱
え

る
市
民
団
体
が
緊
急
集
会
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
そ
の
会
の
代
表
に

理
解
を
求
め
よ
う
と
連
絡
し
た
際

に
何
と
言
わ
れ
た
か
を
具
体
的
に
。

　
市
民
病
院
事
業
管
理
者
　
市
民

団
体
の
大
会
に
出
よ
う
と
は
決
し

て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

責
任
者
の
方
に
ぜ
ひ
私
の
思
い
を

わ
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
連
絡

を
取
り
ま
し
た
が
、
必
要
は
な
い

と
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
中
山
勝
子
（
自
由
民
主
党
）

　
1
　
青
少
年
の
万
引
き
や
、
薬

物
乱
用
等
で
検
挙
数
が
ふ
え
て
い

る
。
青
少
年
健
全
育
成
宣
言
都
市

を
再
認
識
さ
せ
る
取
り
組
み
を
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
青

少
年
問
題
協
議
会
の
活
動
を
通
じ
、

青
少
年
育
成
都
市
宣
言
の
意
義
を

再
認
識
す
る
た
め
、
協
議
会
は
も

と
よ
り
、
「
広
報
ま
ち
だ
」
な
ど

を
通
じ
て
市
民
の
方
々
に
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
青
少
年
健
全
育

成
団
体
等
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
際
や
、
市
内
公
共
施
設
に
お
い

て
東
京
都
の
青
少
年
・
治
安
対
策

本
部
が
発
行
し
て
い
る
「
心
の
東

京
革
命
」
を
配
布
す
る
な
ど
の
啓

発
活
動
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後

障
が
い
者
福
祉
施
設
等
の
指
定
期

間
や
施
設
の
修
繕
等
検
討
を
要
す

る
事
項
の
対
応
は
。

　
総
務
部
長
　
実
態
を
よ
く
確
認

し
て
、
一
定
の
基
準
を
設
定
す
る

こ
と
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
黒
木
一
文
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　
1
　
町
田
市
動
物
と
共
生
を
考

え
る
懇
談
会
か
ら
「
人
と
動
物
と

の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
」
と
い
う
報
告
・
提

言
が
市
長
に
出
さ
れ
た
。
あ
れ
か

ら
二
年
半
、
そ
の
提
言
は
ど
の
よ

う
に
具
体
化
し
て
い
る
の
か
。
懇

談
会
関
係
者
や
獣
医
師
会
に
現
状

報
告
し
今
後
の
進
め
方
等
の
意
見

を
聞
く
よ
う
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
環
境
資
源
部
長
　
二
〇
〇
七
年

度
か
ら
町
田
市
中
期
経
営
計
画
重

点
政
策
プ
ラ
ン
に
動
物
愛
護
事
業

と
し
て
計
上
し
、
動
物
と
の
共
生

モ
デ
ル
地
区
制
度
や
飼
い
主
の
い

な
い
猫
対
策
な
ど
実
施
で
き
る
も

の
か
ら
順
次
実
施
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
鷲
北
副
市
長
　
獣
医
師
会
、
あ

る
い
は
ご
提
言
を
い
た
だ
い
た
人

た
ち
に
対
し
ま
し
て
は
、
今
後
の

方
向
性
も
含
め
ま
し
て
ご
報
告
と

懇
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三

人

乗

り

自

転

車

に

つ

い

て

　
戸
塚
正
人
（
諸
派
）

　
1
　
子
育
て
を
す
る
方
々
へ
の

負
担
軽
減
策
と
し
て
、
三
人
乗
り

自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
鷲
北
副
市
長
　
助
成
制
度
と
レ

ン
タ
ル
方
式
の
い
ず
れ
が
効
果
的

か
他
市
の
取
り
組
み
な
ど
を
参
考

に
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
1
　
入
札
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
、
市
内
業
者
の
現
状
に
合

っ
た
内
容
に
見
直
す
べ
き
だ
が
。

　
財
務
部
長
　
官
公
庁
工
事
の
完

成
実
績
な
ど
の
基
準
の
緩
和
を
含

め
、
見
直
し
に
当
た
り
履
行
の
確

保
と
競
争
性
の
確
保
に
留
意
し
、

よ
り
多
く
の
市
内
業
者
の
入
札
参

加
機
会
が
確
保
で
き
る
よ
う
検
討

し
ま
す
。

　
1
　
入
札
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

い
つ
頃
目
途
に
見
直
し
を
す
る
の

か
。

　
財
務
部
長
　
新
年
度
、
二
〇
一

〇
年
度
の
工
事
の
発
注
に
間
に
合

う
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

三
遊
亭
ら
ん
丈
（
ま
ち
だ
新
世
紀
）
 

 

　
1
　
町
田
市
文
書
を
誤
送
付
し

た
場
合
や
誤
っ
て
振
り
込
ん
だ
業

者
に
は
、
契
約
金
の
全
額
支
払
わ

な
く
て
済
む
契
約
の
締
結
を
望
む
。

 
財
務
部
長
 
業
務
委
託
に
よ
っ

て
行
う
場
合
に
は
、
業
務
委
託
単

価
契
約
書
に
よ
り
、
事
業
者
の
誤

り
に
よ
っ
て
市
に
損
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
委
託
業
者
が
そ
の
費

用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
1
　
町
田
市
に
お
け
る
予
算
編

成
過
程
で
市
民
が
そ
の
時
系
列
を

理
解
で
き
る
よ
う
視
覚
化
を
望
む
。

 
財
務
部
長
 
予
算
成
立
後
に
作

成
す
る
「
ま
ち
だ
の
よ
さ
ん
」
と

い
う
小
冊
子
に
時
系
列
で
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
1
　
町
田
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
を
機

に
、
駅
前
相
談
所
の
設
置
を
望
む
。

 
経
済
観
光
部
長
 
で
き
る
だ
け

駅
前
の
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
案

内
所
を
設
置
す
る
べ
く
今
、
場
所

等
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
田
中
修
一
（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　
1
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

町
田
市
の
発
生
状
況
、
感
染
予
防

対
策
の
充
実
を
。

 
い
き
い
き
健
康
部
長
 
市
民
に

対
し
医
療
体
制
、
受
診
方
法
、
感

染
予
防
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、

市
施
設
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の

設
置
、
職
員
の
予
防
対
策
を
周
知

徹
底
し
ま
す
。
今
後
の
感
染
拡
大

状
況
に
応
じ
て
対
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　
1
　
衆
議
院
選
挙
の
開
票
は
今

回
「
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
」
で
行

っ
た
が
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

 
選
挙
管
理
委
員
長
 
開
票
事
務

は
、
公
平
公
正
、
的
確
に
完
結
さ

せ
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

　
1
　
市
民
病
院
南
側
出
入
口
周

辺
で
の
来
院
者
を
交
通
事
故
等
か

ら
守
る
対
策
を
充
実
す
べ
き
と
思

う
が
。

南
側
出

入
り
口
の
道
路
、
横
断
歩
道
周
辺

に
歩
行
者
専
任
の
誘
導
員
の
配
置

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
み
美
子
（
公
明
党
）

　
1
　
横
浜
町
田
立
体
・
南
町
田

北
口
広
場
の
完
成
時
に
合
わ
せ
三

・
三
・
三
六
、
三
・
四
・
三
七
の

開
通
を
。
三
・
四
・
三
四
の
早
期

着
工
で
渋
滞
解
消
を
求
め
る
。

　
建
設
部
長
　
都
市
計
画
道
路
に

つ
い
て
は
そ
の
事
業
期
間
と
い
う

も
の
を
適
正
に
管
理
し
て
い
き
ま

す
。
計
画
期
間
内
で
供
用
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
1
　
火
災
警
報
器
設
置
は
来
年

四
月
よ
り
義
務
化
。
周
知
徹
底
を
。

　
防
災
安
全
担
当
部
長
　
消
防
署

と
連
携
し
、
防
災
訓
練
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
時
の
広
報
を
初
め
と
し

て
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

常
設
展
示
な
ど
積
極
的
に
広
報
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
1
　
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
つ
い

て
、
保
護
者
・
教
職
員
へ
の
情
報

提
供
、
周
知
を
求
め
る
。

　
鷲
北
副
市
長
　
国
に
お
い
て
、

治
療
の
確
立
に
関
し
研
究
中
で
す
。

国
や
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、
周
知

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

 
【
経
営
状
況
】

　
収
益
的
収
支
で
は
、
入
院
患
者

数
は
年
間
延
べ
一
二
八
、
七
〇
〇

人
（
一
日
平
均
三
五
二
・
六
人
）
、

前
年
度
に
比
べ
一
二
〇
人
（
〇
・

一
％
）
減
少
し
、
病
床
利
用
率
も

八
〇
・
六
％
と
前
年
度
に
比
べ

五
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

外
来
患
者
数
で
は
年
間
延
べ
三
〇

八
、
〇
九
四
人
（
一
日
平
均
一
、

二
六
七
・
九
人
）
、
前
年
度
に
比
べ

七
、
六
八
三
人
（
二
・
四
％
）
減

少
し
ま
し
た
。
入
院
収
益
は
、
患

者
一
人
一
日
当
り
単
価
が
四
二
、

一
〇
三
円
か
ら
四
五
、
五
一
五
円

に
上
昇
し
、
前
年
度
に
比
べ
四
億

三
千
万
円
（
八
・
〇
％
）
の
増
収

と
な
り
ま
し
た
が
、
外
来
収
益
は

患
者
一
人
一
日
当
り
単
価
が
院
外

処
方
の
全
診
療
科
の
実
施
に
よ
り

減
少
し
た
こ
と
か
ら
前
年
度
に
比

べ
三
億
八
千
万
円
（
一
二
・
七
％
）

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
入
院
・

外
来
を
合
わ
せ
た
料
金
収
益
は
前

年
度
よ
り
五
、
〇
七
六
万
円
（
〇
・

六
％
）
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
費
用
は
給
与
費
で
職
員

増
に
よ
り
四
億
四
、
二
八
五
万
円

（
八
・
六
％
）
の
増
加
、
材
料
費

で
院
外
処
方
の
全
科
実
施
に
よ
る

薬
品
費
の
減
少
な
ど
で
三
億
三
、

一
七
三
万
円
（
一
二
・
六
％
）
減

少
、
経
費
で
光
熱
水
費
、
委
託
料

な
ど
の
増
に
よ
り
二
億
七
、
二
一

七
万
円
（
一
四
・
三
％
）
の
増
加
、

更
に
南
棟
開
設
に
伴
う
減
価
償
却

費
の
六
億
一
、
六
〇
六
万
円
（
一

一
四
・
一
％
）
増
を
は
じ
め
特
別

損
失
と
し
て
既
存
棟
の
解
体
費
用
、

除
却
費
を
計
上
し
た
た
め
、
全
体

で
一
七
億
五
、
六
四
八
万
円
増
加

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
決
算
額

は
収
益
的
収
入
が
一
○
八
億
二
、

七
二
六
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一

億
九
、
七
八
九
万
円
（
一
・
九
％
）

の
増
、
収
益
的
支
出
が
一
二
六
億

七
〇
九
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
一

七
億
五
、
六
四
八
万
円
（
一
六
・

二
％
）
の
増
と
な
り
、
差
引
き
一

七
億
七
、
九
八
二
万
円
の
当
年
度

純
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
利
益

剰
余
金
を
加
え
た
当
年
度
末
の
未

処
理
欠
損
金
は
一
二
億
七
、
〇
七

八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
で
は
、
総
合
情
報

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
委
託
費
等
の

病
院
改
築
費
に
八
、
九
七
七
万
円
、

総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
、
周
産
期
セ

ン
タ
ー
医
療
機
器
等
資
産
購
入
費

に
一
一
億
八
、
八
二
四
万
円
、
企

業
償
還
金
に
八
億
九
、
四
七
七
万

円
を
要
し
、
都
補
助
金
二
、
九
四

一
万
円
、
企
業
債
六
億
四
、
一
五

〇
万
円
を
充
て
、
不
足
す
る
額
一

五
億
一
八
七
万
円
は
当
年
度
分
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
二
六
四
万
円
と
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
一
四
億
九
、

九
二
三
万
円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　
八
月
三
一
日
に
上
程
さ
れ
た
平

成
二
〇
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定
は
、
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
一
〇
月

六
日
の
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

き
　
め

事
業
報
告
書
か
ら

平成 20 年度

病院事業会計

決算を認定

「点字」「テープ」の「点字」「テープ」の
市議会だよりを市議会だよりを
ご利用ください。ご利用ください。

「点字」「テープ」の
市議会だよりを
ご利用ください。

「まちだのよさん」

（4）平成21年（2009年）10月31日 No.174町田市議会だより


